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旧石器時代 縄文時代 弥生時代

神話の時代 歴史年代

古墳時代

石器・人骨 石器・土器 石器・土器・金属器・水田 土器・古墳

１） 戦後75年たった
現在の古代史
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• 大化の改新以前は、魏志倭人伝のみ

権威ある古代史の専門書
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• 旧石器・縄文時代・弥生時代と記述が続くが、全て考古資料に
基づく記述のみ。

• 唯一の例外が「魏志倭人伝」による「女王卑弥呼と邪馬台国」

• 倭の五王の時代から、文献による記述が始まる。

吉川弘文館の日本古代の歴史１
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教科書



２） 歴史としての読む主な神話 ①
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２） 歴史としての読む主な神話 ②
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２） 歴史としての読む主な神話 ③
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２） 歴史としての読む主な神話 ④
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神話の事件と登場人物
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①

天の岩
戸事件

③

天孫
降臨

②
出雲国譲り

④
神武東征
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諏訪

糸魚川

〓



IV 神武東征

–

–

・ 浪速の渡を経て、草香邑（クサカムラ）の白肩津（シラカタノツ）に至る。 4月

・ 徒歩で龍田（タツタ）へ向かう。難路で断念。

・ 戻り、生駒山を越えようとした。

・ 孔舎衛（クサカエ）の坂にて長脛彦軍と戦う。

・ 流れ矢が五瀬命の肘に当たる。 「皇師（ミイクサ） 進み戦ふこと能わず。」

・ 「日に向かうのは間違い、日を背にして戦う」と神武軍撤退 東側から攻めるとの意味か。

・ 大阪湾を退き、南下する。

・ 五瀬命死亡、紀伊国の竈山（カマヤマ）に葬る。 ５月

・ 名草邑に至る。 名草戸畔（ナクサトベ）を殺す。 ６月
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津田左右吉氏が疑問を示した神武東征の難波の白肩津や楯津
が、復元された大阪湾の地図上に、上陸作戦の好適地として存
在することが判明した。
疑問の提示が、逆に、実在の証明になった。
歴史上の新しい事実が発見された時点で、歴史観を再検討す
べきだったと、私は考える。



大阪の古地図
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神武東征の経路と第二次高地性集落

弥生時代後期から古墳時代初頭の高地性集落
「倭国乱」と高地性集落論・観音寺山遺跡

若林邦彦著 より
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② 熊野灘の遭難

18

山岳・丘陵文の緑の彩色
高地性集落の赤点

青の行動線と赤の点線
丸地が追記したもの



③ 大和朝廷成立時の神武一行

• 大和入りした時、神武一行の中で、九州から随行した主だった人々は？

・ 道臣命（大伴の祖） ・ 大久米 ・ 手研耳命

• 固有名詞の出てくる人はこの３人。

• 久米歌の場面から、久米の人々が複数いたことが推定される。

• 椎根津彦（しいねつひこ）＝珍彦（うづひこ）は、途中随行者

• 高倉下・八咫烏などは、熊野より随行した人々

• 九州から随行した人々の持ち物

• 熊野灘の遭難で、装備してきた甲冑・武器（重い金属製品）などは、全て海中に没し、携行できたも
のは、身の回りの品物だけと推定される。

• 天孫族の印である天羽々矢一隻と步靫は、かろうじて帯同して持ち出したものか？

• 大和侵攻のため携行した武器は、丹敷戸畔から調達したものと推定される。

• 大和入りした時の神武一行

• 九州から随行した人員は、上記３人＋久米一族など。及び、吉備などから参加した若干の人員。

• 熊野より随行した人々、及び、その後、傘下に入った宇陀の弟猾など。 千人程度か。

• 饒速日命（ニギハヤヒ）傘下の大和防衛軍。

• 九州から饒速日命に随行した物部一族

• 畿内在住の弥生渡来系の人々・出雲の支配下に居た人々

• 饒速日命の支配下に入って居た先住民（ツチグモ・縄文人）

• 大和朝廷成立時の状況

• 九州から神武に随行してきた人員は、少人数で、大和朝廷を成立させた。

• 大和朝廷の大多数は、饒速日命一族と出雲一族で構成されていた。
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大和に入った神武一行と饒速日命

• 神武達は、熊野から随行したメンバーは、数十名と推定。
• 海難事故で生き残り、随行できた九州からの人員はもっと少ない。

• 一方、饒速日命達は、
• 九州から饒速日命に随行した物部一族が多数の兵士を支配下に置く。

• 長髄彦の傘下にあった兵士多数を、可美真手命（長髄彦の妹との子）の下に置く。

• 数万の統率された戦闘部隊を
持つ饒速日命達を

少人数の神武達が、

実効支配できたのか？
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饒速日命

天香語山命 可美真手命

物 部 一 族 在大和・畿内の一族

神武

道臣命

大久米 手研耳命



神武達の最初の政策実行
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V 手研耳命（タギシミミノミコト）の乱と後継天皇
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神武天皇
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大和朝廷成立期に
力を持った勢力

• 神武が死去。 後継者問題が発生

– 神武と九州から来た息子の手研耳命が、神
武の皇后を娶り、政権強奪

– 大和で生まれた息子達が手研耳命を殺害

• この時に、手研耳命に加担した九州
から来た勢力は一掃されたと見る。

• 後継者となった綏靖天皇は、事代主の娘を皇后
とした。

• その子の安寧天皇は、事代主の孫娘を皇后とし
た。

• その子が、懿徳天皇となった。

• 大和朝廷の天孫系は、神武と九州時代の息子。
神武が死に、九州からの息子とその勢力は一掃
された。

• 九州からの天孫系は、かろうじて、天皇家の血
筋として残ったが、三代に渡り事代主の娘・娘・
孫娘が皇后に就き、事代主の血筋が濃いものに
なった。

• 初期に、実質上最も力を持っていたのは、事代
主だったのではないか。

• 記紀に、出雲神話と出雲系子孫の記述が多い
のは、出雲系が全盛の時代があったためか？
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VI. まとめ と 展望
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